
Ⅰ-②(1) 幼小合同事例検討会  

 平成26年度より，2月下旬に標記の会を行っている。小学校に進学する子どもの個に視点をあて，園や家庭

での様子・生育環境などから，入学後の支援を考えている。会は心の支援部が企画･運営する。まず，幼稚園
から事例を提供してもらい，幼小の教員でよりよい支援の在り方を話し合う。それを聞き，SCは具体的なアドバ

イスを提供する流れである。入学後，新担任はスタートカリキュラムの中で，アドバイスを基に合理的な配慮を
工夫している。 

（１）会の様子 
 
グループ討議の進め方 
  
① それぞれの子供が「小学校に上がったときに，何に困るのか」を話し合う。 
② 「先生方ならどういう支援をしていくか」を付箋に書く 
                  （※ 付箋には名前もお書きください。） 
③ 付箋に書いたことをお互いに紹介し合いながら用紙に貼る 
 似たような方法はまとめていく   （※ マジックを使って） 
④ 全体で発表する 
 

①事例提供 ②グループで協議 

③発表 ④SCよりのアドバイス 



（２）SCからのアドバイスの例（一部） 



（３）スタートカリキュラムでの活用（学習指導案に位置づけ支援を具体化する） 



＜学習指導案より抜粋＞ 


